
アドビの生成AI：

クリエイティブな画像編集の

生産性を再定義

この調査レポートについて

　このレポートは、Pfeiffer Consultingがアドビの委託を受け実施したベンチマー

ク調査の結果をまとめたもので、Photoshopの「生成塗りつぶし」など、最近導

入された生成AI機能がクリエイティブワークフローの生産性に与える影響に焦点

を当てています。

　ベンチマークは、Pfeiffer Consultingが10年以上かけて精緻化してきた

「Productivity Benchmarking（生産性ベンチマーク手法）」を用いて実施され、

経験豊富なオペレーターが特定の実作業を実行するのにかかる時間を測定してい

ます。詳細については、この資料の最終ページにある「調査方法」セクションを

ご参照ください。

アドビの生成AIテクノロジーについて

　アドビの生成AI機能は、これまでに2つの形態で導入されています。1つ目は、

Adobe PhotoshopやAdobe Illustratorなどの主要なCreative Cloudアプリへの追

加機能として。もう1つはAdobe Fireflyという、テキストプロンプトやその他の

生成ツールによって画像生成を行う専用のwebサービスとしてです。

　なかでも、Photoshopの「生成塗りつぶし」や「生成拡張」は、レタッチにお

ける創造的な可能性に大きな影響を与えます。この調査では、これらの機能が一

般的なレタッチ作業の生産性を著しく向上させることが明らかになりました。実

世界のレタッチ作業のベンチマークにより、「生成塗りつぶし」および「生成拡

張」が従来のツールよりも平均10倍以上速いだけでなく、これまで不可能だった

創造的オプションも提供することが分かったのです。

エグゼクティブサマリー
● アドビは、Adobe Firefly web版を通じ

て、あるいはAdobe PhotoshopやAdobe

IllustratorなどのCreative Cloudアプリ

ケーションやAdobe Expressに搭載された

生成AI機能として、いくつかの生成AIテク

ノロジーを導入しました。

● 生成AIは、クリエイティブワークフローを

大幅に拡張し、クリエイティブプロジェク

トのあらゆる段階でクリエイティブプロ

フェッショナルの生産性を向上させます。

● Photoshopに新しく導入された「生成塗り

つぶし」は、一般的なレタッチ、合成、編

集作業を大幅にスピードアップし、アイデ

ア出しや画像のクリエイティブな加工に新

たな視点を提供します。

● この調査のために実施されたベンチマーク

では、「生成塗りつぶし」と「生成拡張」

のスピードは、従来のレタッチ方法よりも

平均で10倍以上高速でした。（下図参照）

● IllustratorやAdobe Fireflyで利用できる

「生成再配色」は、ベクターアートのカ

ラー調整を大幅にスピードアップします。

主なベンチマーク結果：10のワークフローベンチマークの平均

実際のワークフローベンチマーク10種類の平均に基づくチャート。

参考値：従来のレタッチツールで作業した場合の平均時間。短いほど良い。
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クリエイティブレタッチワークフローにおける

生産性の再定義

AIの時代における人間の創造性

　クリエイティブ業界では、AIはデリケートな話題となっています。何百万枚も

のオンライン画像でトレーニングされた生成AIシステムが、熟練したアーティス

トが何日もかけて作成するようなレベルの画像を数秒で生成できるようになって

以来、人間の創造性に関するAIの役割に関する論争が急増しています。

　このような状況の中で、アドビのAIに対する特異なアプローチは際立っていま

す。クリエイティブワークフローにおけるAIツールの導入に何年も前から取り組ん

でいるアドビの焦点は常に、クリエイティブプロフェッショナルの仕事の高速化

と改善であり、AIが彼らに取って代わることではありません。そして、同社の最

新の成果であるAdobe Fireflyや、Adobe PhotoshopやIllustratorなどのアプリ

ケーションに導入された生成AI機能は、AIがクリエイティブプロフェッショナル

にとって素晴らしい、ときには目を見張るような生産性の向上をもたらし、創造

性を代行するのではなく、より良い仕事をより速く行えるように支援できること

を示しています。この調査の目的は、こうした生産性の向上を分析・定量化し、

クリエイティブワークフローにおける生成AIの役割を明らかにすることです。

主なポイント
● アドビの生成AIは、人間の創造性を置き換

えるのではなく、プロフェッショナルの生

産性を高め、創造性を拡張するツールを提

供することを目的としています。

● 生成AI機能は、専用のwebサービスAdobe

Fireflyを通じて利用できるほか、

PhotoshopやIllustratorなどのCreative

Cloudアプリの主要な新機能としても利用

できます。

● 生成AIは、クリエイティブワークフローの

あらゆる段階で生産性を向上させます。

（下表参照）

AI支援によるクリエイティブワークフローの生産性向上

アイデア出し アセット作成 創造性の展開 仕上げ

AI

機能

Adobe Fireflyでアイデア出

しや様々な選択しの検討を

高速化

Adobe Fireflyで必要なすべ

てのビジュアルアセットを

作成し、Photoshopや

Illustratorを使ってさらに加

工したり、他のアセットと

組み合わせたりする

Photoshopの生成AI機能を

使って要求された変更をす

ばやく反映し、

生成再配色でベクターアー

トのバリエーションをすば

やく作成

Photoshopの生成AI機能と

既存のレタッチ機能やツー

ルを併用して作品をすばや

く仕上げる

AIの

利点

生成AIは、人間の創造的プ

ロセスを拡張・高速化する

ことが可能

生成AIは、他では簡単に得

られないようなイメージを

生み出し、既存のアセット

の加工も大幅に加速する

PhotoshopやIllustratorの生

成AIを使えば、ステークホ

ルダーが求める変更に対応

する時間を大幅に短縮でき

る

Photoshopの生成AI機能に

より、さまざまな制作タス

クの生産性が著しく向上す

る
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生成AIがクリエイティブワークフローにもたらすもの

　アドビは、AIベースの最新機能を2つの異なる方法で提供しています。1つ目

は、Adobe Fireflyというwebベースのサービスで、希望する出力を自然言語で説

明（テキストプロンプトとも呼ばれる）することで画像の作成や編集が行なえま

す。他のAI画像生成システムとは異なり、Fireflyにはユーザーをガイドし、結果を

コントロールしやすくするための幅広いプリセットが用意されています。また、

非常に洗練されたスタイル付きテキストを生成したり、ベクターグラフィックス

を再配色したりすることも可能です。

　2つ目は、主要なCreative Cloudアプリケーションに搭載された生成AI機能への

直接のアクセスです。現在、PhotoshopとIllustratorがサポートされていますが、

近いうちにさらに多くのアプリが続くことは間違いありません。特にPhotoshop

では、生成AIの使用はクリエイティブなレタッチの転換点となっています。「生成

塗りつぶし」と「生成拡張」は、おそらくここ数年で最も重要な機能追加であ

り、何時間分ものレタッチ作業が数秒から数分で完了するだけでなく、これまで

単純に不可能だった創造的な作業も可能になります。このレポートの次のセク

ションでは、これらの機能について詳しく説明し、生産性への具体的な影響につ

いても分析します。

Adobe Fireflyの特長
Adobe Fireflyには、「テキストから画像生成」

（テキストプロンプトとスタイルプリセットか

らの画像生成）、「生成塗りつぶし」（アップ

ロードされた画像の生成レタッチ）、「テキス

ト効果」（テキストプロンプトからの高度なテ

キスト効果の作成）、「生成再配色」（アップ

ロードされたベクターアートの再配色）とい

う、4つの異なる生成AIツールが用意されていま

す。

「3Dから画像生成」（3Dオブジェクトから画像

を生成する機能）など、その他の生成AIツール

は現在開発中です。

レタッチに特化したアドビの生成AIの主な利点
アドビの生成AIを使わない場合 アドビの生成AIを使う場合

簡単なレタッチ作業（画像

のクリーンアップ、不要な

エレメントの除去など

● 「コピースタンプツール」、「スポット修復ブラシツール」、「コンテンツ

に応じた塗りつぶし」などの標準的なレタッチツールを使って作業する

● 時間がかかったり、厄介な作業になる場合がある

● 「生成塗りつぶし」なら、画像から不要なエレメントを削除したり、コンテ

ンツに適した別の背景に入れ替えたりが数秒で可能

● 「生成塗りつぶし」を実行するたびに複数の候補が提示され、確定するとレ

イヤーマスク付きのPhotoshopレイヤーとしてファイルに保存される

複雑なレタッチ作業（背景

の変更、エレメントの追

加・修正、エフェクトの追

加など）

● Photoshopが取り揃える高度な選択、合成、レタッチ機能を使って作業する

● Photoshopの高度な機能を使いこなせるほどの経験が必要で、非常に時間が

かかる場合がある

● 「生成塗りつぶし」に搭載された生成AIの力で、画像にエレメントを追加し

たり、背景を変更したりが数秒で可能

● 「生成塗りつぶし」を実行するたびに複数の候補が提示され、確定するとレ

イヤーマスク付きのPhotoshopレイヤーとしてファイルに保存される

完全なコンポジションの作

成（複数の画像を組み合わ

せる、複雑なコンポジショ

ンを作成するなど）

● 複数のアセットを手作業で組み合わせて配置し、目的のコンポジションを作

成する

● Photoshopの高度な機能を使いこなせるほどの経験が必要で、非常に時間が

かかる場合がある

● Adobe FireflyまたはPhotoshopの「生成塗りつぶし」を使って、テキストプ

ロンプトと豊富なスタイルプリセットから画像全体を作成できる

● Adobe Fireflyを使用すると、テキストプロンプトとスタイルプリセットに基

づいて、洗練されたスタイル付きテキストを作成可能
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日常的なレタッチ作業に革命をもたらす

「生成塗りつぶし」
「生成塗りつぶし」の魔法

　「魔法」の例えは大げさではなく。この機能の能力には、熟練したPhotoshop

ユーザーでさえ言葉を失うほどのものがあります。使い方は、選択範囲を作成し

た直後にポップアップ表示される「生成塗りつぶし」パレット上で、アイテムの

削除・追加など希望する結果を記述したプロンプトを入力するだけです。これま

で画像から不要なアイテムを削除するのに非常に時間がかかることがありました

が、「生成塗りつぶし」では、オリジナルの画像のエレメントや配色を活かしな

がら生成AIでその領域の画像を再構築し、周囲に溶け込むように結果を生成しま

す。さらに、「生成塗りつぶし」では、新しいレイヤーとレイヤーマスクを作成

することで、元の画像に手を加えないだけでなく、ユーザーが選択できるいくつ

かのバリエーションも提供します。

　以下に例を挙げて説明します。左の画像を右のようにクリーンアップするに

は、画面左の観光客の姿だけでなく、黄色い日よけや、中国僧の行列の後ろにあ

る売店の前に並んだソーダ缶も取り除く必要がありました。厄介なことに画面左

の人物の手前には金網があり、これは保存する必要があります。私たちのベンチ

マークでは、3つの異なる領域（観光客の姿、ソーダ缶、黄色い日よけ）を「生成

塗りつぶし」でクリーンアップするのにかかった時間は5分強で、手動でこれらの

アイテムを削除すると50分以上かかりました。

主なポイント
● 手動で画像をクリーンアップするのは非常

に時間がかかります。「生成塗りつぶし」

は、画像の選択範囲に生成AIの力でアイテ

ムを削除または追加し、この作業に革命を

もたらします。

● 「生成塗りつぶし」による生産性の向上は

非常に大きく、レタッチ作業を瞬時に完了

させることができます。

● 「生成塗りつぶし」は、選択範囲内のアイ

テムを削除するだけでなく、その範囲内の

コンテンツを画像全体の構成やスタイルに

溶け込むように完全に再構築します。

簡単な生成レタッチ：画像をクリーンアップ

するには、「コピースタンプツール」や「ス

ポット修復ブラシ」などのPhotoshopツール

で十分な場合もありますが、この黄色い日よ

けの場合のように、削除したアイテムの部分

にエレメントを再構築する必要がある場合

は、より複雑になります（左の写真）。

（1）左の観光客、（2）僧侶の背後に並ぶ

ソーダ缶、（3）黄色い日よけを「生成塗り

つぶし」で取り除くのにかかった時間は5分

強。同じ画像を手動でレタッチすると、ベン

チマークでは50分以上かかりました。
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エレメントの削除：画像から不要なエレメン

トを削除するには時間がかかります。テーブル

の上のサボテンと部屋の隅のランプを除去す

る作業で比較すると、「生成塗りつぶし」は

従来のレタッチよりも約3倍高速でした。

コンポジションへの追加：従来のレタッチで

は、ターゲット画像に新しくエレメントを追

加する場合、それを周囲に馴染ませる作業が

必要でしたが、「生成塗りつぶし」を使えば

このプロセスは完全に自動化されます。ホール

の写真にグランドピアノを追加するのに、従

来の方法では22分かかったのに対し、「生成

塗りつぶし」では2分もかかりません。

　より単純なケースで従来のレタッチ手法と「生成塗りつぶし」

を比較するとどうなるでしょうか。もっとシンプルなシーンで

あっても、手動のレタッチは「生成塗りつぶし」よりも3～4倍時

間がかかります。（上の図を参照）

　コンポジションにエレメントを追加する場合はもっと複雑で、

必要な写真が手元にあっても、パースや照明がそのままではター

ゲット画像に合致しない可能性があるため、（可能な範囲に制限

されますが）手動で画像を調整しなければなりません。

　一方、「生成塗りつぶし」では、照明やパースだけでなく、光

沢のある表面などの物理的特性も考慮した状態でエレメントを生

成することができます。今回のベンチマークでは、何もないホー

ルの画像にグランドピアノを追加しましたが、「生成塗りつぶ

し」を使えば2分もかからず、床へのピアノの映り込みも生成さ

れました。（上の比較を参照）従来の手法で同等の画像を作成す

るには22分かかっています（Adobe Stockでグランドピアノの画

像を探す5分を含む）。

　つまり、「生成塗りつぶし」による生産性の向上は非常に大き

いと言えます。さらに、得られるのはスピードだけではありませ

ん。Photoshopを使い慣れたユーザーなら、この機能がワークフ

ロー全体にどう実装されているかを理解できるでしょう。前述の

とおり、「生成塗りつぶし」操作が実行されるたびにPhotoshop

はコンテンツをレイヤーマスク付きの新規レイヤー上に生成し、

他に3つの別バージョンも生成します。ここで重要なのは、それ

ら別バージョンもレイヤーとともにPhotoshopファイルに保存

されるという事実です。つまり、ユーザーは数日後や数週間後で

もそれらにアクセスでき、必要に応じて変更することも可能なの

です。

　最後に、「生成塗りつぶし」の利用はPhotoshopに限定される

ものではないことを指摘しておきます。Adobe Fireflyでは、

Photoshopの各種「選択ツール」のような高度な機能はないもの

の、アップロードした画像を生成AIを使って編集することができ

ます。いずれにせよ、画像レタッチに関しては、「生成塗りつぶ

し」は新しい時代の幕開けを告げるものだと言えます。
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レタッチの可能性をさらに広げる

「生成塗りつぶし」
クリエイティブレタッチの限界を押し広げる

　ここまで、一般的なクリエイティブレタッチの範囲内にあるユースケースを分

析してきました。しかし、生成AIは、クリエイティブなプロフェッショナルの作

業をより高度なレベルで、難しい学びのプロセスを経ずに支援することが可能で

す。

　簡単な例を見てみましょう。例えば、モデルを撮影した完璧な写真をクライア

ントに見せたところ、ツイードのジャケットが気に入らないからデニム地に変え

てほしいと言われたとします。このような場合、従来のワークフローでは追加で

写真撮影を行うことになり、コストと時間が大幅にかかってしまいます。そんな

時、「生成塗りつぶし」ならこの変更が数秒で完了します。必要なのは、ジャ

ケットを選択し、プロンプトとして「デニムに置き換える」と入力し、「生成」

ボタンをクリックするだけです。

　注意すべき点は、生成AIが常に望みの結果を返すとは限らないということで

す。アーティファクトが現れることもありますが、それは問題ではありません。

複数のバージョンが生成されるため、通常はそのうち少なくとも1つは条件に当て

はまりますし、そうでなければ別バージョンを数秒で生成することができます。

さらに、適切なプロンプトの追加により生成画像の精度を高めることも常に可能

です。

主なポイント
● 「生成塗りつぶし」と「生成拡張」は、ク

リエイティブな画像処理の新時代を切り開

き、クリエイティブレタッチのワークフ

ローに非常に大きな生産性の向上をもたら

します。

● 「生成拡張」は、ソース画像と整合性のあ

るビジュアルコンテンツを再構築すること

で、画像を拡張することができます。

● すべての生成操作において、より詳細なテ

キストプロンプトの入力によって生成画像

の精度を高めることが可能です。

従来のレタッチのその先へ：右上の写真か

ら、「生成塗りつぶし」をさまざまな選択範

囲とプロンプトの組み合わせて使用し、キッ

チンでシェフに扮した若い女性（左）と、

ファンタジーな環境でプリンセスに扮した若

い女性（右）の画像を生成しました。かかっ

た時間はそれぞれ2分強と9分です。
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画像の特性に順応：Photoshopでさま

ざまな生成オプションを組み合わせると

数分で画像を大胆に変身させられます

（左）。また、「生成塗りつぶし」で

追加されたエレメントはベース画像のコンテ

ンツを反映し、光沢のある表面がある場合は

この例の椅子のように適切な映り込みととも

に作成されます（右）。

画像の拡張：Photoshopの「切り抜きツー

ル」からアクセスできる「生成拡張」は、オ

リジナル画像のコンテンツに基づいた内容で

シーン全体を再構成します。この例では、キッ

チンの写真（正方形）をベースに「キッチン

カウンターを拡張し、植物を追加する」とい

うプロンプトで拡張画像を生成しました

（右）。かかった時間は1分強です。

　端的に言えば、「生成塗りつぶし」は3つの点で従来のレタッ

チの限界を突破しています。その1つ目は、ターゲット画像の特

性を反映して新しいエレメントを追加できることです。

上の画像では、ラウンジチェアに座ったテディベアを「生成塗り

つぶし」で追加しました。このプロセスにはその適切な影や反射

の生成も含まれていますが、これは従来のレタッチではほとんど

不可能なことでした（右上）。

　「生成塗りつぶし」の重要な点の2つ目は、既存の画像を拡張

できることです。上の一番下の画像では、正方形のオリジナル画

像を「キッチンカウンターを拡張し、植物を追加する」というプ

ロンプトで拡張しました。作成にかかった時間は1分強です。こ

のような可能性は、生成AIツール以前には想像もできなかったこ

とであり、クリエイティブなプロフェッショナルがソース画像を

扱う方法を一変させるであろうことは言うまでもありません。

　3つ目は、これらの機能の組み合わせが可能であることで、こ

れはクリエイティブなレタッチの境界を完全に再定義します。前

ページの画像がその好例です。若い女性のシンプルな写真から始

めて、彼女を別の職業（この場合はキッチンに立つシェフ）

にしたり、ローブを着て真珠のネックレスをつけたファンタジー

な環境にしたりすることができました。これは画像のさまざまな

部分を範囲選択し、適切なプロンプトで「生成塗りつぶし」を適

用することで実現しましたが、作成にかかった時間はそれぞれ2

分と8分強で、手動のレタッチは必要ありませんでした。

　この例ほど極端でなくても、生成AI機能の組み合わせによって

生産性は大幅に向上します。上の黄色いコートを着た女性の写真

（左上）を違和感なく完全に変えるのにかかった時間は5分強で

す。従来のレタッチで同じ結果を得ようとすると、1時間半かか

りました。

　前述したように、これらの機能が非常に強力なのは、

Photoshopの豊富なレタッチ機能や合成機能と緊密に統合されて

いるからです。「生成塗りつぶし」は、そのポテンシャルをフル

に発揮したとき、単なる新しいツールではなく、クリエイティブ

な画像編集の新たな次元への扉を開く存在となると言っても過言

ではありません。
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Adobe Fireflyで画像制作の限界を突破

Adobe Fireflyでできること

　これまで私たちは、レタッチワークフローにおける生成AIの影響に注目し、画

像合成やレタッチに使われる代表的なアプリケーションでこれらの技術を使用し

た場合に期待できる生産性向上の定量化を試みました。ここでは、オンラインで

提供される画像生成システムであるAdobe Fireflyを詳しく見てみましょう。

　Photoshopでは、適切なテキストプロンプトを使って画像の完全なコンポジ

ションを作成することができますが、Fireflyを使用する方がはるかに簡単です。

これにはいくつかの理由があります。他のテキスト画像変換システムと同様に、

Fireflyもテキストプロンプト（自然言語による希望する出力の説明）から画像を

生成しますが、簡単なように思えるプロンプトの作成も技術的な専門知識が求め

られる新しい分野に急速になりつつあります。そこで、プロンプト作成のハード

ルを下げるため、Fireflyのwebサイトでは、何百ものサンプル画像がプロンプト

と共に提供されています。Fireflyを使いやすくしているもう一つの重要な点は、

主なポイント
● Adobe Fireflyは、詳細なテキストプロンプ

トから複雑な画像を作成することができ、

生成レタッチにも使用できます。

● 豊富なスタイルプリセットとテキストプロ

ンプトの提案機能により、Adobe Fireflyの

可能性を知ったり創造を探求したりするの

が簡単です。

● ベクターアートの「生成再配色」では、テ

キストプロンプトとスタイルプリセットに

基づいて選択的にパレットを適用すること

で、生産性を大幅に向上できます。

アドビの生成AIツールボックス

Adobe Firefly（webサイト） Creative Cloudアプリ

画像生成 Fireflyは、テキストプロンプトから複雑な画像を作成するこ

とができ、希望する画像の種類やスタイル、照明など、さま

ざまなプリセットを提供

Photoshopは、テキストプロンプトから完全な画像を作成で

きる一方、現在のところ、Fireflyのようなスタイルプリセッ

トは提供せず

画像編集（生成塗

りつぶし）

Fireflyは、アップロードされた画像をさまざまな方法（背景

の変更、要素の追加や削除など）で加工することが可能

Photoshopの生成塗りつぶしオプションは、画像の選択範囲

を対象に、非常に高度な画像編集とレタッチを可能にする

スタイル付きテキ

ストの生成

Fireflyの「テキスト効果」は、テキストプロンプトに基づい

て非常に洗練されたスタイル付きテキストを生成し、画像合

成やビデオで使用するために（透明度情報を含めて）書き出

す事が可能

Creative Cloudアプリは現在、スタイル付きテキストの生成

機能を提供していないが、Fireflyの「テキスト効果」の成果

物を読み込むことは可能

ベクターアートの

生成再配色

Fireflyは、生成AIによりテキストプロンプトに基づいてベク

ターアートを再配色することができ、さまざまなプリセット

とスタイルから選択が可能

Illustratorでは、プリセットやスタイルを含め、ベクター

アートの生成再配色を利用可能

2D画像の拡張や3D

オブジェクトに基

づく画像生成

Fireflyには、将来的に「生成拡張」と同等の機能や「3Dから

画像生成」（3Dオブジェクトに基づいた画像生成）を導入

し、生成プロセスにより高度な創造的コントロールを提供す

る予定

Photoshopはすでに「切り抜きツール」を使って画像を任意

の方向に拡張できる「生成拡張」をサポートしており、テキ

ストプロンプトで指定すれば新しいエレメントを追加するこ

とも可能
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ユーザーのテキストプロンプト作成能力だけに依存せず、コンテンツの種類

（「アート」、「写真」、「グラフィック」）やスタイル（「デジタルアー

ト」、「線画」、「彫紙」など）など、出力したい画像の特性や照明、色調、構

図をプリセットとして幅広く提供していることです。これらのプリセットとテキ

ストプロンプトの併用で、創造の可能性をすばやく探索できます。

著作権と知的財産の問題

　2022年に最初のテキスト画像変換システムが登場するとすぐに、生成された画

像の扱いや、画像生成はトレーニングに使われた画像の著作権侵害にあたるのか

どうか（企業にとって重大な懸念事項）に関して強い論争が起こりました。

　現在提供されている画像生成システムの大半においてこれらの懸念はまだ解決

されていませんが、アドビは最初からこれらの問題に対処することを決断しまし

た。事実、Adobe Fireflyは安全に商用利用できるように設計されており、ライセ

ンスされたAdobe Stockおよび著作権が失効したパブリックドメインの画像のみ

でトレーニングされています。さらにアドビは、Fireflyの収益の一部をAdobe

Stockのコントリビューターに報酬として還元することを約束しました。アドビは

また、企業ユーザーにIP補償を提供する予定（2023年11月現在は提供中）です。

これは、Fireflyが生成した出力*への、第三者からの知財侵害の申し立てからユー

ザーを保護することを意味します。最後に、アドビはFireflyで生成された画像が

AI出力であることを明確に表示することも約束しています。これは、人間の創造

性の尊重と支援を目的としてクリエイティブワークフローに生成画像を統合する

上で重要なステップです。

*https://techcrunch.com/2023/06/26/adobe-indemnity-clause-designed-to-ease-enterprisefears-about-ai-generated-art/

AIによるベクターアートの再配色
一般のユーザーにとって、ベクターアートの

「生成再配色」は「生成塗りつぶし」ほど壮大

には見えないかもしれませんが、経験豊富な

Illustratorユーザーにとって、この新機能は生産

性を大幅に向上させるものです。

カラーバリエーションの作成は、クリエイティ

ブなコンセプトを開発し、さまざまな状況に適

応させるために不可欠なプロセスです。しか

し、さまざまな「ムード」に色彩を適応させる

には、複雑なベクターセット全体にわたって整

合性がとれるように色相を調整しなければなら

ず、複雑な作業になりがちです。

IllustratorとAdobe Fireflyの両方で利用可能な

「生成再配色」は、この複雑なプロセスを大幅

にスピードアップします。ユーザーは、テキス

トプロンプトを使用してさまざまな配色を探索

したり、プリセットやスタイルオプションを使

用して再配色のプロセスをコントロールしたり

できます。

Adobe Fireflyを使った複雑な画像の生成

上の画像は、「丘陵地帯に埋め込まれた有機的な家、建築写

真、建築のスタイル、未来派、モダニズム建築」（左）、「街

の建物を背景に晴れた空を高速で走るテディベアの超リアルな

画像、長時間露光で浅い被写界深度とモーションブラーを

作成」（右）というテキストプロンプトを使用してAdobe

Fireflyで作成したものです。各生成操作で4つのバリエーション

が作成されます。同じプロンプトを使用しても、作成される画

像は決して同じにならないことに注意する必要があります。
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調査方法
このベンチマーク調査はアドビの委託を受け、Pfeiffer Consultingが独自に実

施しました。

この資料に記載されている生産性の指標はすべて、実際のワークフロー例に基づ

いており、関係するアプリケーションやワークフローについて長年の経験を持つ

専門家によって設計、実行されています。

生産性の測定方法

基本的なアプローチは単純です。アプリケーションやソリューションがもたらす

（あるいはもたらさない）生産性の向上を評価するためにはまず、比較対象のア

プリケーションやワークフローのそれぞれにおいて、所与の結果を達成するのに

必要な最小限のステップ数を分析します。

このアクションのリストが明確に確立されると、私たちは、この分野とテスト対

象のソリューションに長年の経験を持つ熟練した専門家の助けを借りて、各ソ

リューションで操作またはワークフローを実行します。

すべてのステップを3回実行し、その平均値を使用します。

Pfeiffer Consultingについて

Pfeiffer Consultingは、出版、デジタルコンテンツ制作、ニューメディアのプロ

フェッショナルのニーズに焦点を当てた、独立系のテクノロジーリサーチおよ

びベンチマーク業務を行っています。

詳細については、以下までお問い合わせください。

research@pfeifferreport.com

すべてのテキストとイラスト：©Pfeiffer Consulting 2023

画像：Clément Fuzier。

書面による事前の許可なく複製することを禁じます。

詳細は research@pfeifferreport.comまで。

このレポートに掲載されているデータは、評価および一般的なシミュレー

ションであり、情報提供のみを目的としています。これらの情報は、既存

の企業やワークフローの状況について、具体的な生産性の調査や計算を行

うことを意図したものではなく、またそれに代わるものでもありません。

Pfeiffer Consultingは、本レポートに含まれるいかなる情報、アドバイス、

または推奨に基づき実施された行動の使用または方針について一切の責任

を負わず、本レポートまたは関連文書で提供されたデータに基づく購入、

設備、投資、またはその他の決定や引き受けについて責任を負いません。

Adobe、Adobeロゴ、Creative Cloud、Firefly、Illustrator、Photoshopお

よびPremiereは、米国およびその他の国におけるアドビの登録商標または

商標です。その他すべての商標は、それぞれの所有者に帰属します。
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